














やテーマであるとしても従来にない高い水準で、新しい価値の付加された成果を上げることも可能である。その文献・資料を介して学内外の秀で 研究者を一同に集めるチャンス・可能性が増えるからで 。学部で授業を依頼するのとは違 、特定テーマ 研究、調査、発表等に絞るの 、学外のトップレベルの研究者も学外研究員として招聘することが比較的容易なのである。それによって学内の若手教員などに刺激を与え、学内外の力の結集・発揮を促し、学界・学会でも高く評価される研究への挑戦、さらに成果の実現や発信も期待できるのである。
このように、大学・学校の図書館やアーカイブスがまちのコミュニティ・ライブラリー
と異なるのは、いくつかの役割 中 も、発掘と保存の責務、さら それらを活用する研究・教育機能も負っている点である。
発掘と保存というのは、質とは関係なく、ただ予算や住民のニーズにあわせて文献・資








準によって、研究・教育の高度化を推進する活動・役割、大学・学校法人の特徴・個性を磨き上げる活動・役割を果たせるであろう。また並の大学・学校法人のようにただ内に閉じこもるのではなく、一大学・一学校法人を越えて連帯 共 の姿勢で科学・真理の解明に取り組むのを支援する活動・役割も果たせ であろう。
特に研究・教育に関わる文献・資料類は、学問・学術の本質・性格か も一大学・一法
人が排他的に独占すべきではない。この点は、 学問の根本に 関わる重要なことであるが、まともに議論されることは少 か た。
日本の大学では、入手した文献・資料については、公私の大学・学校を問わず自己資金






の理念・姿勢があれば、小規模の大学・学校法人にも、博物館・アーカイブスの事業・活動を通して研究面で 先導的な役割を担うチャンスが生まれ の る。
幸い、博物館・アーカイブスは、分野、領域、テーマ、規模などにおいて多様である。










のオークションで入手した丸善の好意で 慶應義塾に収蔵され こと なったものである。小さな大学・学校法人では購入できる価格ではないが、現在は万一市場に出ても、一〇憶円ではとても購入できないといわ ている。
グーテンベルク聖書が一点のみで注目されるのは、古 蒐集家や研究者の夢・垂涎の













たみ子さんから寄贈された文庫、 あるいは以前から所蔵されている絵本 文庫などがある。清水文庫には、巽聖歌と夫人（野村千春） 書 絵画・書簡など生のも 、多くの詩集、雑誌、北原白秋ら何人かの全集類 収まっている。
また、絵本は、授業などとの関係で、七〇〇〇冊ほど収蔵されている。ただ、世に て





費（受験料・授業料から日常の学校生活等の経費に至るまで）を数年にわたって記録した家計簿、第一次世界大戦の末期から終了直後の大正七年から九年にかけての大阪・茨木中学校生徒の「生徒日誌」 （学校に提出したものなので、 所々に教員のコメントが赤字で入っている） 、大平洋戦争下、シンガポール陥落の報を知った都下の小学校で、生徒たちにそれに関する感想を綴らせた作文（以前にこ 原稿 毎日新聞に提供したところ、日本軍のシンガポール攻略に「感動」した生徒たちがそ 後ど ような成長・軌跡をたどっのかを調べてくれ、そ 足跡・暮ら を明 かにしたドキュメントが一〇回ほど連載され、好評であった）や「空襲」など別のテーマによる作文 原稿 、他 は存在しないものがある。
その他、白梅学園関係者には、子ども（学）に関する明治から昭和にいたる雑誌類が意
外に多く蒐集されている。例えば、戦前の雑誌に限っても、創刊号を含むも では 『児童研究』 （明治三一年）をはじめ 『小学之友』 （明治二一年） 、 『こども』 （明治二三 ） 、 『小学生徒之友』 （明治二三 、 『少年史海』 （明治二七年） 、 『実業少年』 （明治四 年） 、 『海外少年赤十字彙報』 （昭和三年） 、 『児童時代』 （昭和五年） 『日本男児』 （昭和七年） 、 『童話研究』 （昭和一〇年） 、 『昔話研究』 （昭和一〇年） 『児童劇場』 （昭和一一年） どがある。
創刊号が含まれない収集雑誌となると、 『小学雑誌』 『小 教文雑誌』 『女 雑誌』 『文明






要しよう。子ども（学）以外のテーマ も可能性のあるものが出てくることも考えられなくはない。いずれにしろ、多くの人たちの協力を得て、他にない個性・特徴を持つ博物館かアーカイブスの設置、公開・サービスの提供 夢が現実になる日、それを通して白梅学園が研究面でも未開拓・未発掘の課題にどん ん挑戦す 日 さらに子ども学の発展などに寄与する新しい成果を継続的 発信できる日を楽しみにしている。
